
２０２２年

２月１８日 (金) 18:00-20:00

【問い合わせ先】

東京都立大学 子ども・若者貧困研究センター 担当：山本 直子、梶原 豪人
Tel: 042-677-2178（センター直通） Mail: rccap@tmu.ac.jp

主催： 東京都立大学 子ども・若者貧困研究センター 共催： 東京都立大学 オープンユニバーシティ 協力： 公益財団法人 特別区協議会

公開シンポジウム

新型コロナウイルス
感染拡大による
子どもへの影響

第１部 新型コロナウイルス感染拡大による子どもへの影響 18:05 – 19:10

１． 新型コロナウイルス感染拡大に関する施策

２． コロナ禍で負の影響を受けた親と子どもの状況

３． コロナ休校中における親の不適切な養育行動 松原 祥

４． 感染拡大による外国につながりのある世帯への影響 山本直子

第２部 グループディスカッション 19:15～19:55

自治体担当者

２． グループディスカッション
全体討論

１． 自治体からの事例報告

参加費：無料
（事前予約定員制）

阿部 彩

山本直子

梶原豪人

開催形式： 会場で対面（定員制）またはオンライン（ ZOOMミーティング）による開催

申込方法： 下記URL または QR コードからお申込みください。(２月1６日(水) 23:59迄）

●会場参加： https://ssl.form-mailer.jp/fms/d53d043c605431
東京都立大学オープンユニバーシティ飯田橋キャンパス

（千代田区飯田橋3-5-1 東京区政会館 3階35教室）

●オンライン参加： https://00m.in/klhHb

※ 感染拡大の状況に応じて、オンライン開催のみとなる可能性がございます。予めご了承ください。

阿部 彩

ｵﾝﾗｲﾝ参加申し込みQRコード

会場参加申し込みQRコード



18:00～18:05 阿部彩 （東京都立大学子ども・若者貧困研究センター長）

19:10-19:15

自治体担当者

19:55-20:00

シンポジウム趣旨

２．コロナ禍で負の影響を受けた親と子どもの状況

３．コロナ休校中における親の不適切な養育行動

４．感染拡大による外国にルーツを持つ世帯への影響

18:30-18:50

18:50-19:00

新型コロナウイルス感染症の拡大は、経済的ダメージにとどまらず、子どもの生活を大きくゆるがしました。また、

一斉休校や支援の対応に、自治体にはさまざまな智恵と努力が求められることとなりました。本シンポジウムで

は、自治体による調査によって明らかになったコロナ禍の子どもへの影響を研究者から、自治体の現場での経

験を自治体職員の方々から報告し、みなさんと今後のコロナ対策のありかたについて議論したいと思います。

プログラム

開会の挨拶

18:05～18:30 １．新型コロナウイルス感染拡大に関する施策
阿部 彩

山本直子

梶原豪人

19:00-19:10

阿部 彩

松原 祥

山本直子

休憩

第１部

第２部

１．自治体からの事例報告

２．グループディスカッション
全体討論

閉会の挨拶 阿部彩 （東京都立大学子ども・若者貧困研究センター長）

登壇者プロフィール

阿部 彩

山本直子

東京都立大学 人文社会学部教授

子ども・若者貧困研究センター長。 タフツ大学フレッチャー外交法律大学院修士・博士号取得。国際連合、海外経

済協力基金を経て、1999年より国立社会保障・人口問題研究所 に勤務。2015年4月より現職。 同年11月 首都大

学東京「子ども・若者貧困研究センター」設立。専門は、貧困、社会的排除、社会保障、生活保護。

東京都立大学 子ども・若者貧困研究センター特任研究員

外国人集住地域の市役所での勤務を経て、慶應義塾大学大学院で博士号（社会学）取得。2021年4月より現職。

専門は、移民の貧困、移民第二世代の社会編入、多文化共生論。

梶原豪人

松原 祥

東京都立大学 子ども・若者貧困研究センター

東京都立大学 子ども・若者貧困研究センター

19:15-19:55


